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　介護向け業務支援システムを手掛ける
カナミックネットワーク（東京都渋谷区）
は 5 月 25 日、シンガポールの高齢者ケ
ア事業者との連携を発表した。ＡＩを活
用したソリューションの共同開発を進め
る。今後１年間、業務用ＡＩ機能の検証
に向けたパイロット事業を現地で行う。

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
は

業
務
用
Ａ
Ｉ
を
、
ス
マ
ー

ト
音
声
に
よ
る
ケ
ア
記
録

の
文
字
変
換
や
予
測
に
基

づ
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、

多
職
種
間
の
自
動
タ
ス
ク

引
継
ぎ
な
ど
に
活
用
し
、

有
効
性
を
検
証
し
て
い
く
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
事
業
者

は
、
Ｋ
ｗ
ｏ
ｎ
ｇ
Ｗ
ａ

ｉ
Ｓ
ｈ
ｉ
ｕ
Ｈ
ｏ
ｓ
ｐ

ｉ
ｔ
ａ
ｌ
（
以
下
・
Ｋ
Ｗ

Ｓ
Ｈ
）
と
Ｌ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

Ｂ
ｅ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ

ｓ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
Ａ

ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

（
以
下
・
Ｌ
Ｂ
Ｓ
Ａ
）。
Ｋ

Ｗ
Ｓ
Ｈ
は
介
護
施
設
２
ヵ

所
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ

ジ
ン
グ
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

６
ヵ
所
の
ほ
か
、
在
宅
サ

ー
ビ
ス
か
ら
な
る
包
括
的

な
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
網
を
構

築
す
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
お
い
て
国
内
最
大
規
模

の
施
設
運
営
事
業
者
と
し

て
、
２
０
２
９
年
ま
で
に

総
定
員
数
を
２
０
０
０
以

上
に
拡
大
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｂ
Ｓ
Ａ

は
高
齢
者
の
地
域
生
活
を

支
援
す
る
社
会
福
祉
団

体
。
約
１
万
３
０
０
０
人

の
高
齢
者
に
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
連
携
は
日
本
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
両
国
首
相

に
よ
る
共
同
声
明
「
日
本

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に

基
づ
く
も
の
。
発
表
会
に

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
デ
ジ

タ
ル
開
発
・
情
報
省
お
よ

び
保
健
省
の
Ｔ
ａ
ｎ
Ｋ

ｉ
ａ
ｔ
Ｈ
ｏ
ｗ
上
級
国

務
大
臣
、
石
川
浩
駐
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
日
本
国
大
使
が

出
席
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
に
向
け
、
強
固
な
関

係
を
築
い
て
い
く
方
針
が

確
認
さ
れ
た
。

カ
ナ
ミ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
山
本
拓
真
社
長
は

「
Ｋ
Ｗ
Ｓ
Ｈ
社
や
Ｌ
Ｂ
Ｓ

Ａ
社
と
い
っ
た
現
地
の
大

手
名
門
機
関
か
ら
学
べ
る

機
会
を
光
栄
に
思
う
。
Ａ

Ｉ
活
用
の
可
能
性
を
共
に

探
求
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
本

来
業
務
に
専
念
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
す
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

シンガポールでＡＩ実証
カナミック

現地介護法人と連携

発表会の様子（左から２番目、カナミックネッ
トワーク 山本拓真社長）

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
職
員

の
多
く
が
、
直
接
介
護
と
同
等

以
上
の
負
担
を
間
接
業
務
に
感

じ
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も

出
て
い
ま
す
。
介
護
の
質
を
高

め
る
た
め
に
は
、
間
接
業
務
を

効
率
化
し
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た

時
間
を
ケ
ア
の
充
実
や
付
加
価

値
の
高
い
活
動
に
振
り
向
け
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

■
間
接
業
務
〞
ゼ
ロ
〞
に
挑
む

―
―
お
お
さ
わ
の
福
祉
会
の
取

り
組
み

　
社
会
福
祉
法
人
お
お
さ
わ
の

福
祉
会
（
富
山
市
）
で
は
、
間

接
業
務
の
極
小
化
を
目
指
し
て

積
極
的
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
同
法

人
が
問
題
視
し
て
い
た
の
は
、

記
録
業
務
に
か
か
る
多
大
な
時

間
で
し
た
。
以
前
は
、
ケ
ア
の

た
び
に
メ
モ
を
手
書
き
で
取
り
、

詰
所
で
そ
の
メ
モ
を
Ｐ
Ｃ
に
転

記
し
て
か
ら
再
び
ケ
ア
に
戻
る

と
い
う
、
手
間
の
か
か
る
流
れ

が
常
態
化
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
記
録
業
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
既
存
ソ
フ
ト
の

■
知
ら
れ
ざ
る
「
介
護
の
半
分

は
間
接
業
務
」
の
現
実

　
介
護
現
場
で
は
、
本
来
中
心

と
な
る
べ
き
入
浴
介
助
・
移
乗

介
助
・
食
事
介
助
な
ど
の
「
直

接
介
護
」
以
外
に
、
驚
く
ほ
ど

多
く
の
時
間
が
「
間
接
業
務
」

に
費
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
は
、
職
員
の
１
日
の
業
務

の
う
ち
、
直
接
介
護
が
半
分
以

下
で
、
見
守
り
・
記
録
・
準
備

と
い
っ
た
間
接
業
務
が
約
４
割

を
占
め
て
い
る
と
い
う
実
態
が

契
約
期
間
が
残
っ
て
い
る
中
で

あ
っ
て
も
、
思
い
切
っ
て
音
声

入
力
対
応
の
介
護
記
録
シ
ス
テ

ム
に
切
り
替
え
る
決
断
を
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
導
入
後
２
週
間
の
時

点
で
は
、
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム

の
使
い
方
に
慣
れ
な
い
職
員
が

多
く
、
か
え
っ
て
記
録
時
間
が

増
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
同
法
人
は
あ
き
ら
め
ま

せ
ん
。
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム
の

使
用
状
況
を
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
・

職
員
ご
と
に
集
計
し
た
結
果
、

特
定
ユ
ニ
ッ
ト
の
特
定
時
間
帯

で
利
用
回
数
が
特
に
少
な
い
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

そ
の
時
間
帯
に
勤
務
し
て
い
る

職
員
に
対
し
、
具
体
的
に
ど
の

場
面
で
ど
の
よ
う
に
音
声
入
力

を
活
用
で
き
る
か
、
従
来
の
業

務
が
ど
の
よ
う
に
効
率
化
さ
れ

る
か
を
、
介
護
課
長
が
丁
寧
に
、

個
別
に
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
導
入
１
ヵ
月
後

か
ら
記
録
作
成
時
間
が
減
少
し

始
め
、
２
ヵ
月
後
に
は
１
人
あ

た
り
の
記
録
作
成
時
間
が
33
分

か
ら
17
分
へ
と
半
減
し
ま
し
た

（
図
表
）。
同
様
に
、
Ａ
Ｉ
議
事

録
作
成
ソ
フ
ト
の
導
入
に
よ
っ

て
会
議
１
回
あ
た
り
の
議
事
録

作
成
時
間
が
80

分
か
ら
40
分
に

半
減
、
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
起
案
か

ら
決
裁
ま
で
の

期
間
が
４
・
８

日
か
ら
１
・
５

日
に
短
縮
さ
れ

る
な
ど
、
間
接

業
務
の
大
幅
な

効
率
化
に
成
功

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
生
み

出
さ
れ
た
時
間

は
、
入
居
者
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
や
近
隣
小

学
校
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
、
よ
り

豊
か
な
ケ
ア
や
活
動
に
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
で
の
キ
ャ
リ
ア
が

長
い
同
法
人
理
事
長
の
岩
井
広

行
氏
は
、「
民
間
企
業
で
は
、

業
務
効
率
化
へ
の
投
資
は
当
然
。

民
間
企
業
が
取
り
入
れ
て
い
る

工
夫
に
目
を
向
け
、
介
護
現
場

に
新
し
い
発
想
を
持
ち
込
む
こ

と
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
」
と
語
り
ま
す
。

■
今
後
求
め
ら
れ
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
、
間
接
業
務
〝
ゼ
ロ
〞

の
未
来

　
間
接
業
務
は
記
録
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
シ
フ
ト
作
成
、

議
事
録
作
成
、
勤
怠
管
理
、
請

求
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
間
接
業

務
を
極
限
ま
で
自
動
化
・
効
率

化
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
一
層

求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
例
え

ば
、
Ａ
Ｉ
が
希
望
を
基
に
シ
フ

ト
を
即
座
に
最
適
化
す
る
シ
ス

テ
ム
や
、
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
自
動
作
成
す
る
シ
ス
テ
ム
、

加
算
関
連
書
類
を
自
動
出
力
す

る
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
す
で
に
実

用
化
さ
れ
、
現
場
に
徐
々
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
で
「
間

接
業
務
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
こ
の

流
れ
は
、
ケ
ア
の
質
向
上
だ
け

で
な
く
、
職
員
の
働
き
や
す
さ

や
現
場
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
も
直

結
し
ま
す
。
い
よ
い
よ
、
介
護

現
場
が
本
来
の
「
人
に
し
か
で

き
な
い
ケ
ア
」
に
集
中
で
き
る

時
代
が
本
格
的
に
到
来
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

結果が出るまでリーダーが徹底フォロー 

間
接
業
務〝
ゼ
ロ
〞時
代
へ
―
―
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
現
場
を
解
放
す
る

第
4
回

日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング部門
高齢社会イノベーショングループ
マネジャー　城岡 秀彦
富山県出身。2016年（平28） 京都大
学卒業後、京都大学大学院医学研究
科修士課程を修了。日本・シンガポー
ルでの病院勤務を経て、日本総研入
社。理学療法士としての経験を活かし、
介護テクノロジー開発を中心とした調
査研究・コンサルティングに従事。

出所 ： 「全国老施協版介護ICT実証モデル事業報告書（公益社団法人全国老人福祉施設協議会）」に基づき日本総研作成

テクノロジー導入前の業務プロセス テクノロジー導入により変革した業務プロセス

ケア実施後、詰所に移動して
PCに転記し、再度ケアへ

音声入力システムを用いて、
ケア実施中に音声入力で記録する

ケア実施 PC入力 ケア実施 PCに自動転記
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■センサー導入による業務効率化のイメージ


